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高齢者虐待と聞いて、皆さんはどのようなイメージを持
ちますか？ 加害者は絶対的な悪人でしょうか？
実際は違います。虐待になるケースはあくまでも生活の
中で、身近に起こり得ます。
では、地域での見守りには何が求められるのでしょうか。
まずは家族が孤立しない事。何か異変があった時にすぐ
に気付けることが重要です。
虐待を判断するのは専門機関です。地域住民が見守りを
通して「最近ちょっと困ってるのかな？」に気づくことで、
専門機関がすぐに適切な対応をすることができます。
高齢者だけでなく、養護者を守る意味でも、地域での見
守り合いをこれからも活発に行っていきましょう。

令和６年１月１１日 総合市民会館 芸術ホール

高齢者虐待の種類

① 身体的虐待

② 精神的虐待

③ 経済的虐待

④ 性的虐待

⑤ ネグレクト



令和５年度

いきい
きサロン

ふれあいの集い

令和６年２月９日 総合市民会館 芸術ホール

講師
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いきいきサロンが地域でのつながりを作り、楽しく活動することで介護予防ができ
たり、来月もサロンに行くことが目標になったりします。
市内１２３カ所のサロンが日々活動をしている中、今回のいきいきサロンふれあい
の集いでも多くの意見が飛び交いました！

いきいきサ
ロンの

今とこれからを
考える

人生１００年時代です
から、８０代になっても
地域の現役として活動し
ていきたいと思います。

コロナ禍を経て、でき
ることとできないことが
ありますが、運営者同士
で力を合わせて活動して
います。

地域にある資源や人材
を活用しながら、参加者
が満足できるサロンを目
指して活動しています。

運営者の得意を活かし
た活動ができるように工
夫しています。夫婦で参
加する人もいて賑やかに
サロンを開いています。
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